







論の順に論理性を持って書かれている。さらに、第 3 章では水中運動条件での 5 つ
の実験内容について、第 2 章と同様に論理的記述が展開されている。そして第 4 章
には総括として、研究結果に関する総合的考察、ならびに水温、水位、運動強度、
運動時間、性別それぞれに配慮した水中運動指針が述べられ、最終的に結語で 3 つ
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